
三菱電機 ビル用 エアコン
圧力計

取付説明書（販売店・工事店様用）

PAC-KS65PG

WT06317X02

別売部品

※一般的な室外ユニット据付けに関する内容は、室外ユニット本体に添付の据付説明書に従って
ください。
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1．部品
この箱には、説明書の他に下記部品が入っていますので御確認ください。

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

圧力計※ 

ネジ 

配管 

配管 

パイプカバー 

1 

2 

1 

1 

1

品名 個数 

高低圧一体型 

5×12 

高圧側　φ2（赤マーク付） 

低圧側　φ4

備考 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

結束バンド 

のぞき窓 

取付ゴム 

配線結束バンド 

3 

1 

1 

1

品名 品番 品番 個数 

 

備考 

※圧力計の測定範囲：高圧側　0～6MPa　低圧側　0～4MPa

2．取付要領

（1）ユニットの運転を停止した後、前パネル（下または右下）を取外してください。（図1）
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⑤パイプカバー 
⑥結束バンド 

1ループ逃がし 

③配管（高圧側） 
（赤マーク付） 

キャピラリー 
余剰部 

④配管（低圧側） 

③配管（高圧側） 
（赤マーク付） 

⑨配線結束バンド 

注意ラベル側 

高圧側チェック 
ジョイントへ 

低圧側チェック 
ジョイントへ 

（5）低圧側のキャピラリー余剰部を圧力計側とし（a）（b）部を部品⑥結束バンドで固定してください（計2カ所）。また、圧力計側で、高
圧側キャピラリーと低圧側キャピラリー余剰部1ループ目を部品⑥結束バンドにて図を参考に固定してください。（図3）
高圧側はチェックジョイント部に部品⑤パイプカバーを巻き付けて部品③配管のキャピラリー余剰部は1ループ逃がして部品⑥結束バンドで
固定してください。チェックジョイントの向きはユニットによって異なります。（図4）

高圧側 

低圧側 
キャピラリー 
余剰部（低圧側） 

（b）結束バンド⑥（計1カ所） 

（a）結束バンド⑥（計1カ所） 

［ 
低圧側キャピラリーを 

　 1ループ   （手前・奥側） 　 逃がして配管固定　　　］ 

［ 低圧側キャピラリーと高圧側     キャピラリー配管を固定       ］ 

結束バンド⑥ 

ユニット（柱） 

②ネジ 

低圧側キャピラリー 
余剰部1ループ目 

高圧キャピラリー 

⑦のぞき窓 

⑧取付ゴム 

前パネル（下） 

①圧力計 

（1）圧力計の配管が板金のエッジや他の配管に接触しないように注意してください。
（2）作業を行う場合には、手袋等の防具を着用し板金のエッジには十分注意してください。
（3）圧力計の取付は、ユニットの配管および配線作業後、実施してください。（先に圧力計を付けるとユニットの配管および配線作業のスペースが狭くな

ります）
（4）上記（5）の作業は確実に行ってください。不備があると配管折損によりガス漏れの原因となります。また、高・低圧側キャピラリー、特に高圧側

キャピラリー両端の溶接部を過度に変形させないように注意してください。

チェックジョイントが下向きの場合

キャピラリー 
余剰部 

⑤パイプカバー 
⑥結束バンド 

1ループ逃がし 
③配管（高圧側） 
（赤マーク付） 

注意 

図3

図4

図5

図2

（6）エアパージを行うには圧力計側のフレアナットを少し緩め、その接続部よりシューッというエア抜
き音を確認したら直ちに本締めしてください。ガス漏れのないことを確認してください。

（7）前パネル（下または右下）上部のノックアウト穴を打ち抜いて、部品⑦のぞき窓、部品⑧取付ゴム
を取付けてください。（図5）

（8）前パネル（下または右下）を取付けてください。

チェックジョイントが横向きの場合

（2）圧力計をユニットに固定する前に部品③④配管の注意ラベル側を部品①圧力計にフレア接続してください。
（締付トルク16±2N・m）（図2）

（3）部品③④配管の圧力計反対側を高・低圧側のチェックジョイントにフレア接続してください。
この時、ネジ部への浸水防止を目的にチェックジョイントのネジ部にシール材（スリーボンド1110D）を塗布してください。
（締付トルク20±2N・m）（図2,3,4）

（4）ユニットの柱に部品①圧力計を部品②ネジ（2個）にて固定してください。（図3）
また、圧力計右横に部品⑨配線結束バンドを取付けてください。（図2）


